
令和 7 年度 広島製菓専⾨学校 学校関係者評価会議 
⽇ 時：令和 7 年 9 ⽉ 12 ⽇⽉⾦曜⽇  16:30~17:10 
場 所：株式会社 ボストン（⼀部ハイブリット形式） 
参加者：古澤・磯部・栗栖・品川 
学校運営について 

委員からの意見 

ここ数年、学⽣数が少ない状況が続いているが、今後の対応が必要と
考える。 
 
学校 

ここ数年、前年⽐で増減を繰り返しているが、10年程度前に⽐べると
少ないと⾔わざるを得ない。これについては、近年の課題となってい
る。 
現在、社会情勢は、⼈⼿不⾜が問題になっており全体的に専⾨学校等
への進学する学⽣が少なくなってきているような状況が考えられてい
る。もっと、業界に対する説明（やり甲斐）を広めていきたい。 
オープンキャンパスや学校訪問、YouTube等のCMも新規に開始し、特
に若い⽅（⾼校⽣）に対しての認知度向上を⽬指している。 
 

 

技能五輪等の活動について（社会貢献活動） 

学校 

今年度も、技能五輪への参加を目指している。技能五輪は、職業能力開発機構

主催であるため、こういった活動が社会貢献にも繋がっていると認識してい

る。 

 
委員からの意見 

広島製菓専門学校における技能五輪の取り組みは非常に評価している。特に、

技能五輪経験者が業界（企業）に入ってからの頑張りは高い評価を受けている

と思う。これまであまり社会貢献という認識は低いが、これからは、社会貢献

という概念は必要になってくると思うのでそうした意識を各学生への認知も

必要ではないだろうか。 



 
学生満足度について 

委員からの意見 

教育改善と⾔う意味で学⽣アンケートをとっているか、また、どん内
容でどんな対応をしているか（しようとしているか）。 
 
学校 

アンケートは、年度末に学⽣全員に対して⾏っている。 
学⽣それぞれに温度差があり、良い意⾒とそうでないものがある。 
マイナスな意⾒に対しては、精査しつつ改善に向けて対策を考えてい
る。 
個別の教員に対しての意⾒が⼀部の学⽣から出るときがあるが、全体
として受け⽌めて、教員全体に対して改善するようにしている。 
もちろん、こうした意⾒が多くあれば、個別に対応したいが、現在は、
真摯に受け⽌めて全体的に改善していく⽅針である。 
 
学生の満足度の向上について 

委員からの意見 

学業での満⾜度はもちろんのこと、その他でもなんらかの満⾜度の向
上をはかるのが良いのではないか。 
 
学校 

学業以外では、イベント（レクレーション）等を⾏っているが、今後
はこれを継続しつつ、更なる内容を考えていく 
 
その他 

情報交換を⾏う。 
 
 
 
 

 


